
糖尿病 4.8倍
4万9,400人→23万7,400人

虚血性心疾患 3.6倍
3万8,700人→13万9,100人

悪性新生物 5.7倍
4万5,800人→26万1,400人

脳血管疾患 4.1倍
9万4,100人→38万9,800人

高血圧性疾患 2.4倍
30万5,200人→73万9,400人

1968年から1996年までの患者数の推移
出典：糖尿病ネットワーク　https://dm-net.co.jp/column/jun2.php 統計：厚生労働省「患者調査」

65万2200人
2.1倍

23万1900人
2.5倍

39万1700人
8.5倍

24万2900人
4.9倍

19万2200人
4.9倍

3.1倍

201719961968

16



口腔内環境から全身疾患へ
脳肺炎

心臓

骨
低体重児出産、早産

残っている歯の本数が
少ないと認知症リスクが上がる

歯周病菌と血栓の
関係性が指摘されている

骨粗鬆症の人は
歯周病にかかりやすく
重症化しやすい

口腔内の細菌を含んだ唾液が
気管支に入り、誤飲性肺炎を

引き起こすことがある

糖尿病
歯周病菌が増えると血糖値を
下げるインスリンの働きが

阻害される恐れがある

歯周病菌の影響で
陣痛が促進され

早産になることがある
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オーラル
フレイル
口の周りの筋肉の衰えなど

東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢 作図より改変

健康
プチ

フレイル フレイル 要介護
健康寿命

生物学的寿命

身
体
の
能
力

歯の喪失

歯周病

口腔の関心度
の低下

意欲低下

活動量低下

滑舌低下

食べこぼし
むせる

噛めない食品
の増加

食欲低下

食品多様性低下

咬合力

舌運動力
の低下

食べる量
減少

サルコ・ロコモ

低栄養

代謝低下

摂食嚥下障害

咀嚼機能不全

フレイル
要介護

運動・栄養障害
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